
あんこ地蔵 新地町小川字二羽渡 地内 

 以下の由来は、以前、新地町教育長を務めていた目黒美津英氏の聞き取り調査による記録です。 

 

 小川あんこ地蔵由来（2016年 3月 10日 新地町図書館 HP掲載） 

 元禄年間のころ、「家山（かざん）」という和尚が、全国を巡ること三度、小川の地が最も住みよいとこ

ろであることがわかり、永住の地と決めた。この地は、清水がわき、海にも山にも近く、雪もあまりふら

ず気候温和であり、また当時貴重品である塩もあり、海の幸、山の幸が豊かなところであった。 

 小川に居をかまえた家山和尚は、たちまち村人の信頼を得た。それは和尚が大変こども好きで、いつも

こどもたちに囲まれていた事も、村人から好感をもたれる結果になった。こうしていつしか和尚は、「子

安家山坊（こやすかざんぼう）」とよばれ、親しまれるようになった。 

 やがて家山和尚は、寄る年波に死期を覚り、人々を救う思いを地蔵尊に託して残そうと考えた。そし

て、丸森の石工に依頼して地蔵尊をつくり、小川の人々や、沿道の人たちに手伝ってもらいながら、大内、

大沢、赤柴を通り、小川まで運び建立した。家山和尚は、人々の幸せを願いながら永眠したが、その際、

毎年７月２３日を祭日として供養してほしいといい残していった。 

 地蔵さんに姿をかえた家山和尚への敬慕の思いは年毎に深まっていき、いつからとなく、こどものか

さこ（湿疹）を治す地蔵さまという評判がたち、お参りする人が多くなっていった。かさこができたとき

は、“あんこもち”をつくり、それを地蔵さんにあげ、その半分をいただいてかさこにぬる、あるいはそ

れを食べるとかさこは治ってしまうという。地蔵さんとかさこがどうして結びついたかということにつ

いては、「家山」という和尚さんの名から生まれたのだという説があるが、しかし、和尚さんは生前こど

も好きだったから、おそらくこどものかさこの治療なども、しばしばやっていたに違いない。そうした遺

徳が表れたものとも考えられる。 

 こうして人々から「小川のあんこ地蔵さま」と親しまれ、時代が移り変わっても、小川の人々は、家山

和尚を忘れることなく毎年お盆の７月２３日（昭和３６年から月おくれのお盆となり８月２３日になっ

た。）には、あんこもちをつくって地蔵さんにあげ、盆踊りを踊って盛大に供養を行ってきた。この微風

はこれからも永く伝えられるものと思う。 

 

 家山和尚には、約３反歩の田地があり、和尚は自分の死後の供養費は、ここから採れる米であてるよう

に言い残したという。明治２３年に旧国道が建設され、それまで賑わっていた浜街道はさびしくなった

ため、浜街道の字坂越地内にあった地蔵さんを二羽渡神社の前に移し、さらにその後二羽渡神社境内の

現在の所に移した。また、坂越には子地蔵さんがあり、最初子地蔵さんは移さずそのままおいたが、ある

人にお告げがあり、ぜひ一緒にしてほしいと家山和尚が願っていることが分かり、子地蔵さんも二羽渡

神社の境内に移した。旧浜街道の坂越地内の元の場所には、供養塔や庚申塚など６基の石碑があったが、

昭和４９年に小川牧野組合が所有地（訳４０ha）を相馬地域開発計画のため県農業開発公社に売却し、こ

こもその地域に入っていたので、昭和４９年８月２３日にすべて二羽渡神社の境内に移した。 

目黒美津英 記（昭和４９年８月） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和４９年に記された目黒氏の聞き取り調査では、家山和尚が死期を覚って、お地蔵様を建立し、永

眠したとされていました。しかしながら、子安家山坊と呼ばれ親しまれ、その事を証明するように現在

も盛大にお祭りが催されているにも関わらず、埋葬されたであろうお墓が分からないというのは長い間

の疑問でした。 

 

 この疑問について、二羽渡神社近隣に在住の小野俊雄氏は、令和２年４月１０日に以下のような発表

を行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 別紙１は、上述した目黒美津英氏の調査成果のこと。 



 



 



 



 

 



 



 



 

 

 

 



 

以上、小野俊雄氏のレポートとなります。 



地元の方々による「あんこ」を塗る様子（令和５年） 

 

 

 

新地町史自然民俗編（平成５年新地町教育委員会）の２９１頁に以下のように記載されています。 

 

小川の二羽渡神社の境内に建立されている地蔵さま。土地の人々は「アンコ地蔵」とか「かさこ地

蔵」と親しく呼んでいる。 

 ８月２３日が祭りの日で、地元の弥生会（若妻会－以前は婦人会）の人々が早朝宿（公会堂）に集ま

って餅をつき、まずは地蔵さまに供える。この餅を食べると病気にかからないと伝えられており、人々

は持ち帰って家族一同で食べる。 

 また、子どもにかさこ（できもの）ができるとあんこ餅をつき、地蔵さまの口元にアンコを塗って平

癒を祈る。残ったアンコは持ち帰り、かさこに塗ったり食べたりする。日がたってアンコがはがれるよ

うにかさこもとれると言い伝えている。治ると母親は子どもを連れて、赤い着物や頭巾を奉納しお礼参

りをする。 

 この地蔵さまは以前富倉、杉目とさまよい歩いていたが、もとの小川に戻りたいと地元の人の夢枕に

立ったので、移して再び祀ったとも記載されています。 

 小野氏のレポートにもありますが、平成当時月遅れのお盆（８月２３日）に行われていたお祭りは、

平成２０年頃から８月２３日に近い日曜日に行われることとなりました。 

 

≪参考・引用文献≫ 

☆新地町教育委員会 「新地町史 民俗編」（1993） 

☆新地町教育委員会 「ようこそ新地町へ」（1993） 

 

著書名の先頭に☆印のついている資料は、新地町図書館にて蔵書しております。 


